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今
月
の
特
集

食
の
襷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
と
っ
て
お
き
レ
シ
ピ
」で

J
A
さ
っ
ぽ
ろ
産
野
菜
を
も
っ
と
美
味
し
く

Vol.
1

協
同
組
合
と
い
う

虹
の
も
と
、

大
都
市
に
深
く

根
を
張
り
そ
び
え
る

大
樹
の
よ
う
な

Ｊ
Ａ
で

あ
り
た
い

―
JAさっぽろコミュニケーションマガジン
「にじのたいじゅ」
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家
族
で
営
む
広
大
な
田
園

　

あ
た
り
一
面
に
水
田
が
広
が
る
北

生
振
地
区
で
、
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
が

快
調
に
稲
を
刈
っ
て
い
く
。
操
縦
す

る
の
は
、
合
同
会
社
熊
倉
フ
ァ
ー
ム

代
表
社
員
、
熊
倉
雄
一
さ
ん
だ
。
家

族
5
人
で
営
む
熊
倉
フ
ァ
ー
ム
は
、

家
族
経
営
に
よ
る
法
人
化
を
し
て
か

ら
8
年
目
と
な
る
。
経
営
面
積
64‌

ha

の
う
ち
、
水
稲
作
付
は
22‌

ha
。
ブ
ラ

ン
ド
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
を
9
ha
、

飼
料
米
を
約
13‌

ha
分
育
て
て
お
り
、

石
狩
地
区
の
米
麦
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬

入
を
基
本
と
し
て
出
荷
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
の
は
、
そ
れ
が
地

域
農
業
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
繋
が

る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

熊
倉
家
３
代
目
と
な
る
雄
一
さ
ん

は
、
当
別
高
校
農
業
科
に
通
い
つ

つ
、
農
繁
期
に
は
家
の
農
業
を
手

伝
っ
て
い
た
。
高
校
卒
業
後
、
す
ぐ

に
就
農
し
、
現
在
は
、
実
家
で
あ
る

熊
倉
フ
ァ
ー
ム
の
近
く
に
妻
・
梨
沙

さ
ん
、
６
歳
の
娘
・
汐
音
さ
ん
と
３

人
で
暮
ら
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ

ろ
米
麦
振
興
会
の
会
長
を
務
め
な
が

ら
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
米
麦
の
生

産
を
目
指
し
て
日
々
農
業
に
打
ち
込

ん
で
い
る
。

「
人
間
は
タ
ネ
が
好
き
」

　

熊
倉
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
広
大
な
圃

場
に
育
つ
稲
を
家
族
で
協
力
し
、
約

２
週
間
か
け
て
収
穫
す
る
。
今
年
は

高
温
傾
向
に
あ
り
、
地
域
全
体
の
収

穫
時
期
が
平
年
よ
り
早
ま
っ
て
い

る
。
更
に
、
熊
倉
フ
ァ
ー
ム
で
は
収

量
も
平
年
よ
り
高
く
な
る
見
込
み
だ
。

　

近
年
の
異
常
気
象
と
農
業
生
産
動

向
に
対
応
す
る
た
め
、
作
付
品
目
や

品
種
は
毎
年
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
中
、
熊
倉

フ
ァ
ー
ム
で
は
昨
今
の
米
需
要
に
応

え
る
た
め
、
転
作
小
麦
の
作
付
面
積

の
一
部
を
来
年
か
ら
復
田
し
、
米
の

生
産
増
を
図
る
予
定
だ
と
い
う
。
家

族
で
話
し
合
っ
て
下
し
た
決
断
に

は
、
石
狩
産
の
お
米
、
と
り
わ
け
新

米
へ
の
こ
だ
わ
り
が
影
響
し
て
い
る
。

　
「
や
っ
ぱ
り
、
新
米
は
ツ
ヤ
が
違

う
」
と
雄
一
さ
ん
は
語
る
。
雄
一
さ

ん
が
稲
を
育
て
る
中
で
強
く
意
識
し

て
い
る
の
は
、
高
校
時
代
に
学
ん
だ

石
狩
川
の
右
岸
に
広
が
る
、広
大
な
農
業
地
帯
の
石
狩
市
北
生
振
地
区
。力
強
く
稲
穂
を

刈
る
の
は
、雄
一
さ
ん
が
自
ら
手
入
れ
を
し
て
い
る
愛
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
だ
。Ｊ
Ａ
さ
っ

ぽ
ろ
米
麦
振
興
会
を
牽
引
す
る
若
き
リ
ー
ダ
ー
が
目
標
に
掲
げ
る「
面
白
い
こ
と
」と
は
。

「やるなら今のうち」
 ―良い流れを見極めて、乗りこなす

石狩地区　熊
くま

倉
くら

 雄
ゆう

一
いち
さん



１. 夕焼けの中、稲穂を刈り進める雄一さん愛用のコンバイン。２. 父・守さん、母・美代子さん、弟・悟さん、妻・梨沙さん、そして雄一さんの ５人で営
む熊倉ファーム。３. 刈られた後の稲株。４. コンバインを運転する雄一さん。５. 母・美代子さんが運転するダンプに、コンバインから米が流し込まれる。
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「
人
間
は
タ
ネ
が
好
き
」
と
い
う
言

葉
だ
。
タ
ネ
と
は
穀
物
の
こ
と
で
、

人
間
の
生
活
に
穀
物
は
欠
か
せ
な
い

と
い
う
意
味
の
印
象
深
い
教
え
だ
。

稲
作
農
家
と
い
う
職
業
に
就
い
た

今
、「
本
当
に
そ
の
通
り
だ
」
と

日
々
強
く
実
感
し
て
い
る
と
い
う
。

穀
物
が
な
け
れ
ば
、
人
間
は
生
き
て

い
け
な
い
。
と
り
わ
け
、
お
米
は
日

本
の
主
食
だ
。
稲
作
は
日
本
人
の
生

活
に
不
可
欠
だ
と
い
う
確
信
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
雄
一
さ
ん
は
ブ
レ
る
こ

と
な
く
稲
を
育
て
続
け
る
。

「
や
る
な
ら
今
の
う
ち
」

　

２
年
前
に
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
と

Ｊ
Ａ
い
し
か
り
が
合
併
し
た
。
雄
一

さ
ん
は
、
こ
れ
を
転
機
と
捉
え
、

「
何
か
面
白
い
こ
と
を
や
り
た
い
」

と
力
強
く
語
る
。
雄
一
さ
ん
に
と
っ

て
の
「
面
白
い
こ
と
」
は
、「
地
域

活
性
化
」
と
「
食
農
教
育
」
だ
。

　

地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
雄

一
さ
ん
は
以
前
、
石
狩
市
農
業
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
石
狩
塾
」

と
い
う
担
い
手
主
体
の
活
動
組
織
に

て
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
企
画
し

た
。
地
域
や
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
に
、
積
極
的
に
取
り
組
み
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
度
、
雄
一
さ
ん
に
は
Ｊ
Ａ

さ
っ
ぽ
ろ
の
新
入
職
員
農
業
実
習
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

　
「
札
幌
の
学
校
か
ら
依
頼
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
出
向
い
て
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ

と
し
て
の
食
農
教
育
を
し
た
い
」

　

食
農
教
育
を
通
し
て
、「
大
変
だ

け
ど
、
面
白
い
」
と
い
う
農
業
そ
の

も
の
の
良
さ
を
伝
え
た
い
と
語
る
雄

一
さ
ん
の
目
は
、
希
望
に
満
ち
て
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
た
。

　

地
区
の
垣
根
を
越
え
て
札
幌
の
生

産
者
と
も
交
流
し
た
い
。
地
域
に
、

次
世
代
の
農
業
の
担
い
手
を
呼
び
込

み
た
い
─
─
雄
一
さ
ん
の
意
気
込
み

は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

そ
の
原
点
に
あ
る
の
は
「
石
狩
産
の

お
米
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願

い
だ
。「
石
狩
産
の
お
米
を
食
べ
て

ほ
し
い
」
そ
ん
な
想
い
か
ら
始
ま
っ

た
活
動
は
、
裾
野
を
広
げ
、
更
に
た

く
さ
ん
の
「
面
白
い
こ
と
」
に
繋

が
っ
て
い
く
。

　
「
合
併
し
て
２
年
。
今
ま
で
交
流

の
な
か
っ
た
生
産
者
と
出
会
え
る

チ
ャ
ン
ス
も
増
え
て
い
る
。
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
守
り
に
入
っ
ち
ゃ
ダ

メ
。
や
る
な
ら
今
の
う
ち
」

　

変
化
を
前
向
き
に
捉
え
、
自
ら
の

考
え
を
カ
タ
チ
に
す
る
。
雄
一
さ
ん
の

「
面
白
い
こ
と
」
は
更
に
伝
播
し
、
地

域
を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。



※�商品は現在開
発中のため、
イメージ写真
となります。 756円（税込）

　北海道の迎賓館として歴史を刻む札幌グランドホテル。
伊藤総料理長監修のもと、札幌大長ナンバンの深い旨み
と独特の辛みを最大限に引き出したオリジナルの南蛮味
噌に加え、「北海道の秋フェア」の際に札幌伝統野菜を使
用したパンを製造・販売いたします。ホテルの確かな技術
で、力強い味わいを新しい美味しさへと昇華させました。

　札幌を代表するスープカレーの名店、奥芝商店。札
幌白ゴボウ、札幌大球、札幌黄といった伝統野菜が主
役の、札幌のソウルフードともいえるスペシャルスー
プカレーを販売いたします。地元の恵みがたっぷり詰
まった、ここでしか味わえない一杯を、ぜひ。

　

こ
の
世
に
は
、
未
来
へ
繋
ぎ
た

く
て
も
、
受
け
継
ぐ
人
が
な
く
静

か
に
消
え
て
い
く
モ
ノ
や
コ
ト
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
札
幌
の
肥

沃
な
大
地
が
育
ん
で
き
た
伝
統
野

菜
も
ま
た
、
そ
の
一
つ
で
す
。
こ

の
か
け
が
え
の
な
い
恵
み
を
未
来

へ
紡
ぐ
た
め
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ

と
、
札
幌
を
代
表
す
る
食
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
が
「
食
の

襷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
力
を

合
わ
せ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
持
ち
寄
り
、
一
本
の
襷
を
繋
ぐ

よ
う
に
、
伝
統
野
菜
の
新
た
な
価

値
を
創
造
し
ま
す
。

　

こ
の
襷
に
は
、
先
人
た
ち
の
知

恵
と
未
来
へ
の
希
望
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
『
虹
の
大
樹
』で
は
、
10
月
と
11
月

の
2
号
に
渡
っ
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
特
集
し
て
ま
い
り
ま
す
。

札幌伝統野菜

受け継がれる味、
未来へ紡ぐ札幌の恵み。

食の襷プロジェクト Vol .1

　4年前にＪＡさっぽろ様と「札幌伝統野菜パン」
を開発した際、生産者の方々の畑を訪れ、その熱
い想いや愛情に触れる機会をいただきました。そ
の感動が心を動かし、以前より販売していた南蛮
味噌に「札幌大長ナンバン」を使わせていただく
ことになりました。これからも、料理を通して生
産者の皆さまの情熱を伝え、食を介して生産者と
お客さまの心を繋ぎ、札幌が誇る伝統野菜を未来
に残していきたいと考えております。

札幌グランドホテル
総料理長

伊藤 博之さん

奥芝商店
統括マネージャー
藤田 拓磨さん

　2年前にＪＡさっぽろ様のご紹介で、札幌の農家
さんと出会いました。これまでに畑で感じた熱い
想いと、素材を活かす工夫を、一杯のスープカレー
に込めていきます。今回は更に、さっぽろオータム
フェストにて、ＪＡさっぽろ青年部様と札幌黄を
使った生カレーパンを販売させていただきまし
た。お客さまに感動を届ける一杯を通じて、北海道
から全国へと、この素晴らしい伝統野菜の魅力を
発信してまいります。

─
札幌グランドホテル
ザ・ベーカリー＆ペイストリー　
札幌市中央区北 1 条西 4 丁目 札幌グランドホテル 東館 1 階
TEL 011 - 261 - 3311

札幌グランドホテル
WEB サイト

─
奥芝商店

［スープカレー］
10 月 24 日（金）・25 日（土）、地物市場とれのさとにて
1 日限定 100 食販売予定

奥芝商店
WEBサイト
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［�

札
幌
黄
］

甘
み
と
コ
ク
が
際
立
つ
、
札
幌
発
祥
の
希
少

な
玉
ね
ぎ
。
加
熱
す
る
と
更
に
甘
み
が
増
す

の
が
特
徴
で
す
。

［�

札
幌
大
球
］

大
き
く
て
肉
厚
、
漬
物
に
ぴ
っ
た
り
の
キ
ャ

ベ
ツ
。
直
径
50 

cm
、
重
さ
20 

kg
に
も
育
ち
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
が
特
徴
で
す
。

［�

サ
ッ
ポ
ロ
ミ
ド
リ
］

色
鮮
や
か
で
甘
い
、
札
幌
生
ま
れ
の
枝
豆
。

実
入
り
が
良
く
、
茹
で
る
と
鮮
や
か
な
緑
色

と
豊
か
な
風
味
が
楽
し
め
ま
す
。

［�

札
幌
大
長
ナ
ン
バ
ン
］

大
ぶ
り
で
辛
み
が
強
い
、
札
幌
な
ら
で
は
の
唐

辛
子
。
長
さ
12 

cm
ほ
ど
に
育
つ
の
が
特
徴
で
す
。

［�

札
幌
白
ゴ
ボ
ウ
］

白
く
て
香
り
高
く
、
食
感
が
良
い
ゴ
ボ
ウ
。

皮
も
果
肉
も
白
く
、
柔
ら
か
な
口
当
た
り
と

豊
か
な
香
り
が
料
理
を
引
き
立
て
ま
す
。

札
幌
伝
統
野
菜
と
は
…

　

明
治
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、
札
幌
の
豊

か
な
大
地
と
人
々
の
手
に
よ
っ
て
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
、「
サ
ッ
ポ
ロ
」
の
名
を
冠
す

る
こ
の
地
な
ら
で
は
の
宝
物
で
す
。
時
代
の

移
り
変
わ
り
と
と
も
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ

る
中
、
先
人
た
ち
の
知
恵
と
努
力
が
詰

ま
っ
た
こ
れ
ら
の
野
菜
を
未
来
へ
受
け
継
い

で
い
く
こ
と
は
、
札
幌
の
食
文
化
を
守
る

う
え
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ

は
、
5
種
類
の
伝
統
野
菜
の
栽
培
・
普
及

に
力
を
注
ぎ
、
地
域
の
誇
り
と
し
て
次
世

代
へ
繋
げ
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

※�商品は現在開
発中のため、
イメージ写真
となります。

　札幌を代表するショコラトリー、ショコラティエ マ
サール。サッポロミドリの繊細な風味や美しい色合い、
独特の食感を活かした、とっておきの限定スイーツを販
売いたします。バタークリームとサッポロミドリが織り
なす、新しい札幌の味覚をぜひご堪能ください。

　北海道の食文化を長年牽引してきた料理研究家、星
澤幸子先生。冬の味覚の象徴である札幌大球を使った
伝統的な「ニシン漬け」を、星澤先生監修のもと限定販
売いたします。懐かしい味が、今、また多くの食卓を温
かく灯します。

─
星澤クッキングスタジオ
販売場所：札幌駅前通地下歩行空間チ・カ・ホにて

ショコラティエ マサール
制作担当
市原 希望さん

　京都・宇治の抹茶を使ったしっとりとした生
地に、札幌伝統野菜の枝豆「サッポロミドリ」と
柚子のコンフィチュールを混ぜ込んだ、軽い口
どけのバタークリームを合わせました。柚子の
爽やかな香りが枝豆の風味を引き立て、その余
韻を最後まで楽しめる逸品です。このお菓子が、
生産者の方々の想いを伝える架け橋となり、札
幌が誇る伝統野菜を未来に残していくきっかけ
になれば幸いです。

料理研究家
星澤 幸子さん

　札幌伝統野菜は、この土地で育った私たちに
とって、まさに『身土不二』の教えを体現するもの
です。この土地のものをいただくことが、私たち
の心と体を作ってくれます。私も自分なりのレシ
ピで札幌大球を使用したニシン漬けを毎年大量
に作りますが、身の厚さと食感で、見た目にも味
にも他のものとは格段に違いがあります。今後も
伝統を残し、語り継ぎたい食文化とともに育って
きた札幌大球が、ご馳走として皆さまの食卓にの
ぼることを心から願っています。

─
ショコラティエ マサール
ショコラティエ マサール 本店
札幌市中央区南 11 条西 18 丁目 1 - 30
TEL 011 - 551 - 7001

ショコラティエ マサール
WEBサイト

702円（税込）

11月末まで
ショコラティエ 
マサール4店舗で
販売予定

今後の販売情報など、詳しいご案内はＪＡさっぽろ公式 LINEや、各企業のホームページにて随時お知らせいたします。
札幌の伝統野菜を未来へ繋ぐ「食の襷プロジェクト」に、ぜひご注目ください。未来へ繋ぐ一皿を、皆さまの食卓にも。



玉ねぎを丁寧
にみじん切り
します。 カレー粉が加わって�

一気に良い香りが立ち
込めます。

マヨネーズがアクセント
になった、一味違うちゃ
んちゃん焼きの完成！

ココナッツミルクで後味
まろやか、みんな大好き
チキンカレーの完成！

10月は、北海道産の玉ねぎと鮭が
美味しい季節です。北海道のソウ
ルフードにマヨネーズを加えて、旬
の味をぜひお試しください。味噌と
マヨネーズのコクと、玉ねぎの甘み
が絶妙にマッチして美味しいですよ。

須合副組合長は

“バジルチキンカレー”
を担当

完成！

須合副組合長軽部組合長

「とっておきレシピ」で
JAさっぽろ産の野菜をもっと美味しく！

×

　このコーナーでは、キユーピー㈱にご協力いただき、ＪＡさっぽろ産野菜の美味しい食べ方をご紹介。
キユーピー「とっておきレシピ」の中から厳選したレシピでＪＡさっぽろ産野菜を調理する様子をお伝え
します。今回はＪＡさっぽろ軽部組合長・須合副組合長が、玉ねぎを使った ２品を調理。

SDG17
パートナーシップで
目標を達成しよう

ＪＡさっぽろ産の 
野菜をもっと 

食べよう

JA SAPPORO
More

Vegetable

皮面から焼くのが
ポイント。

野菜をたっぷり入れて
栄養満点！

塩・こしょうを
もみ込み、鮭
の下準備。

鶏肉に下味
をつけておく
と美味しくな
るんです。

バジルソースの香りが食欲をそそ
り、鶏肉の旨みをぐっと引き立てて
くれます。これ一本で本格的な味が
出せるので、普段料理をしない私も
手軽に調理できました。朝食や時
短メニューにオススメです。

軽部組合長は

“フライパンで！ 秋鮭の

みそマヨちゃんちゃん焼き”
を担当

JA SAPPORO NIJI-NO TAIJYU  2025-10 06



作り方
① �鮭は両面に塩・こしょうをし、水滴が浮き出てきたら、よくふきとる。
② �キャベツはざく切りにする。玉ねぎは 5mm幅の薄切りにする。� �
ぶなしめじは石づきを取り、小房に分ける。にんじんは皮をむき、短冊切りにする。

③ �フライパンにバターを入れて熱し、①の両面に焼き色をつけ、いったん取り出す。
④ �③のフライパンに②を入れてさっと炒め、③の鮭をのせ、	 �
混ぜ合わせたAの 2/3 量を回しかけ、ふたをして約 10 分蒸し焼きにする。� �
野菜に火が通ったら、残りの Aをかける。

フライパンで！
秋鮭のみそマヨちゃんちゃん焼き

キユーピー
マヨネーズ

このレシピに
使われている

商品

キユーピー�
Italiante
バジルソース

このレシピに
使われている

商品

バジルチキンカレー

調理時間　25 分

作り方
① �玉ねぎはみじん切りにする。
② �鶏むね肉はひと口大に切り、食品用保存袋に入れ、バジルソース大さじ５で和える。
③ �鍋に油をひいて熱し、①を入れて少し焦げ目がつくまで炒める。� �
トマト水煮を加え、水分を飛ばしながら炒める。� �
ペースト状になったら②とＡを入れて炒める。

④ �③の鶏むね肉の色が変わったら、ココナッツミルクと水を加え、� �
とろみがつくまで約 10 分煮る。バジルソース大さじ４を入れ、混ぜ合わせる。

⑤ �器に④を盛りつけ、残りのバジルソースをかける。
⑥ �別の器にご飯を盛りつけ、⑤を添える。

調理時間　20 分

調理のポイント　ホットプレートで調理しても、美味しく作れます。

鮭（生） … 4 切れ（400g）
キャベツ … 1/3 個（270g）
玉ねぎ … 1 個（190g）
ぶなしめじ … 1 パック（100g）
にんじん … 1/3 本（60g）
塩 … 少々
こしょう … 少々

材料
（4人分）

バター … 大さじ2
　　合わせ味噌 … 大さじ3
　　砂糖 … 大さじ1
　　みりん … 大さじ1
　　酒 … 大さじ1
　　�キユーピー マヨネーズ�

　 … 大さじ6

A

玉ねぎ … 1/2 個（94g）
鶏むね肉 … 2 枚（360g）
トマト水煮 … 1/2 缶（200g）
ココナッツミルク … 250ｍｌ
　　カレー粉 … 大さじ2	
　　塩 … 小さじ1
　　こしょう … 少々
A

材料
（4人分）

サラダ油 … 大さじ1
水 … 200ｍｌ
キユーピー Italiante バジルソース�
　 … 大さじ9 ＋ 適量

JA SAPPORO NIJI-NO TAIJYU  2025-1007



アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

厚
別
支
店
で
は
、
毎
年
恒
例
の
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
を

開
催
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
が
多
数
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

　

青
年
部
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
焼
き
そ
ば
・
焼
き
と

り
、
女
性
部
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゆ
で
き
び
・
ポ
テ

ト
フ
ラ
イ
な
ど
の
販
売
を
行
な
い
、
見
事
完
売
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
平
岸
天
神
太
鼓
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
ピ
エ
ロ
の
T
e
T
e（
テ
テ
）

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
。
来

場
者
が
参
加
す
る
「
と
う
き
び
の
早
む
き
ゲ
ー

ム
」
で
は
子
ど
も
の
参
加
人
数
が
例
年
よ
り
多

く
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
猛
暑
日
で
あ
っ
た
た
め
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
水
分
補
給
を
各
自
充
分
に
行
な
い
な
が

ら
、
体
調
不
良
者
を
出
す
こ
と
な
く
安
全
に
イ
ベ

ン
ト
を
運
営
。「
地
域
組
合
員
や
地
域
住
民
と
の

ふ
れ
あ
い
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
開
催

目
的
を
し
っ
か
り

と
形
に
で
き
た
、

意
義
深
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

�

（
堺
特
派
員
）

　

女
性
部
琴
似
支
部（
遠
藤
多
壽
子

支
部
長
）で
は
江
別
市
方
面
へ
日
帰

り
研
修
を
実
施
し
、
部
員
7
名
と
職

員
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
江
別
市
に
て
ラ
ン
チ
と

陶
芸
体
験
プ
ラ
ン
を
提
供
し
て
い
る

「
風
の
村　

フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン

食
祭
」
を
訪
問
。
午
前
中
は
、
陶
芸

工
房
に
て
職
人
さ
ん
か
ら
丁
寧
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
皆
さ
ま
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
を
1
～
2
点

作
成
し
ま
し
た
。
色
付
け
と
焼
成
工

程
を
経
て
完
成
と
な
る
た
め
、
皆
さ

ま
の
お
手
元
に
届
く
の
は
2
～
3
ヵ

月
後
と
な
る
予
定
で
す
。

　

作
業
を
終
え
た
後
は
、
お
待
ち
か

ね
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。
同
敷
地
内
で

運
営
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト

ラ
ン
へ
移
動
し
、
化
学
調
味
料
を
で

き
る
だ
け
使
わ
な
い
、
こ
だ
わ
り
の

お
料
理
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
堪
能
し
ま

し
た
。
敷
地
内
に
あ
る
農
園
で
育
て

た
新
鮮
な
野
菜
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
、
皆
さ
ま
大
満
足
の
日
帰
り
研
修

と
な
り
ま
し
た
。�
（
奥
村
特
派
員
）

厚
別
支
店

毎
年
恒
例
の
Ｊ
Ａ
ま
つ
り

8／3 日

女
性
部
琴
似
支
部

陶
芸
工
房
で
日
帰
り
研
修

8／28 木

青年部コーナーで振舞われた鉄板料理。

ステージで行なわれた「とうきびの早むきゲーム」で会場は大盛り上がり！女性部コーナーで販売された枝豆。

職人さんのアドバイスで素敵な作品に。
焼き上がりが楽しみです。

女性部琴似支部
集合写真（風の村　
ファームレスト
ラン食祭にて）。

JA SAPPORO NIJI-NO TAIJYU  2025-10 08



アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

畜
産
部
会（
萩
中
昭
夫
部

会
長
）で
は
、
令
和
7
年
度

の
牧
草
収
量
調
査（
デ
ン
ト

コ
ー
ン
）を
実
施
し
、
部
会

員
8
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
滞
り
な
く
行
な
わ

れ
、
午
前
中
に
終
了
。
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り

「
生
育
状
況
は
昨
年
よ
り
5

日
程
度
早
く
、
収
穫
も
適
期

と
な
っ
て
い
る
」
と
の
講
評

の
ほ
か
、「
事
故
や
怪
我
の

無
い
よ
う
に
注
意
し
て
収
穫

し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
旨

の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　

調
査
終
了
後
は
、
北
区
に

あ
る
焼
肉
店
「
牧
歌
園　

新

琴
似
店
」
に
て
昼
食
を
と
り

な
が
ら
歓
談
し
、
参
加
部
会

員
の
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

�

（
中
川
特
派
員
）

畜
産
部
会

令
和
7
年
度　
牧
草
収
量
調
査

9／9 火

　

青
年
部
北
札
幌
支
部（
荒
木
徹
也
支
部
長
）で

は
、
札
幌
市
東
区
に
あ
る
札
幌
市
立
札
苗
北
小
学

校
に
て
、
3
年
生
の
児
童
約
2
0
0
名
を
対
象
に

出
前
授
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

札
幌
市
立
札
苗
北
小
学
校
で
は
授
業
の
一
環
と

し
て
「
札
幌
黄
」
を
育
て
て
お
り
、
児
童
た
ち
が

農
家
の
方
の
営
農
状
況
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
が

今
回
の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

授
業
で
は
、
青
年
部
北
札
幌
支
部
の
荒
木
徹
也
支

部
長
、
氏
家
正
喜
さ
ん
、
氏
家
智
仁
さ
ん
、
更
に

北
札
幌
支
店
の
佐
竹
統
括
支
店
長
が
登
壇
。
玉
ね

ぎ
の
歴
史
や
、
玉
ね
ぎ
・
ピ
ー
マ
ン
・
オ
ク
ラ
の

育
て
方
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
作
っ
て
い
る
も
の
と
の
量
や
大
き
さ
の

違
い
に
、
児
童
た
ち
か
ら
は
驚
き
の
声
が
続
出
。

最
後
に
は
、
時
間
に
収
ま
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
質

問
が
飛
び
出
し
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。�

（
津
村
特
派
員
）

青
年
部
北
札
幌
支
部

札
苗
北
小
学
校
で
出
前
授
業

8／21 木

畜産部会
集合写真。

佐竹統括支店長（北札幌支店）。 授業を行なう荒木徹也支部長。氏家智仁さん。

氏家正喜さん。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

青
年
部
本
部（
大
畑
一
郎
部
長
）と
女
性

部
本
部（
嶋
知
子
部
長
）は
、
サ
ッ
ポ
ロ
さ

と
ら
ん
ど
で
開
催
さ
れ
た
「
た
ま
ね
ぎ
フ
ェ

ア
2
0
2
5
」
に
出
店
。玉
ね
ぎ
の
詰
め
放

題
と
特
製
豚
汁
の
販
売
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
に
よ
る
た
ま
ね
ぎ
詰
め
放
題

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
北
札
幌
地
区
と
篠
路
地

区
の
部
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
玉
ね
ぎ

4
8
0
㎏
を
用
意
。
開
始
早
々
か
ら
多
く

の
お
客
さ
ま
が
詰
め
放
題
を
楽
し
み
、
積

み
上
げ
ら
れ
た
玉
ね
ぎ
は
次
々
に
売
れ
て

い
き
、
開
始
か
ら
わ
ず
か
1
時
間
で
完
売

と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
の
特
製
豚
汁
は
、「
札
幌
近
郊
で

美
味
し
い
農
畜
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
る

と
知
っ
て
ほ
し
い
」と
の
想
い
か
ら
、
札
幌

黄
や
札
幌
白
ゴ
ボ
ウ
な
ど
、
札
幌
産
の
食

材
に
こ
だ
わ
っ
て
調
理
。
今
年
は
21
名
の
部

員
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま

で
で
最
多
の
3
2
1
杯
を
販
売
。
豚
汁
を

目
当
て
に
来
場
さ
れ
た
お
客
さ
ま
も
多
く
、

大
鍋
4
つ
が
空
と
な
る
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

青
年
部
と
女
性
部
で
は
、
地
元
の
農
畜

産
物
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方
に
伝
え
ら

れ
る
よ
う
、
今
後
も
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

青
年
部
本
部
・
女
性
部
本
部

「�

さ
と
ら
ん
ど 

た
ま
ね
ぎ
フ
ェ
ア
2
0
2
5
」に
出
店
！

大
好
評
の
女
性
部
特
製
豚
汁
販
売
で
は
、過
去
最
高
の
3
2
1
杯
を
記
録
！

9／20 土

　

女
性
部
本
部（
嶋
知
子
部
長
）で
は
、
札
幌
近
郊
を
巡

る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
部
員
24
名
と
女
性

理
事
2
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
「
札
幌
近
郊
の
多
岐
に
わ
た
る
農
業
を

知
り
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
一
端
を
担
い
た
い
！
」
と

い
う
想
い
か
ら
企
画
さ
れ
、
今
年
で
4
回
目
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
も
、
青
年
部
員
や
関
係
各
所
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
開
催
。
当
日
は
、
し
の
ろ
と

れ
た
て
っ
こ
・
札
幌
黄
生
ラ
ー
メ
ン
で
お
馴
染
み
の

「
北
海
道
メ
ン
フ
ー
ズ
」・
西
町
地
区
の
組
合
員
「
草
間

花
園
」、
そ
し
て
H
B
C
社
屋
等
を
訪
問
。
生
産
者
の

皆
さ
ま
の
熱
い
想
い
や
、
加
工
品
開
発
の
裏
話
な
ど
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
、
札
幌
農
業
の
奥
深
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
お
昼
は
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
、
Ｊ
Ａ

さ
っ
ぽ
ろ
と
ホ
テ
ル
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
に
よ

る
ブ
ッ
フ
ェ
を
堪
能
。
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
農
産
物
を
10

種
類
以
上
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
、
参
加
部
員
の

皆
さ
ま
も
笑
顔
で
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

嶋
部
長
は
「
本
部
の
研
修
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
に

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
農
産
物
や
携
わ
っ
て
く
だ
さ
る
方
々

の
魅
力
を
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
女
性
部
が
元
気

で
笑
顔
溢
れ
る
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

女
性
部
本
部

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
多
彩
な
農
業
を
知
る
！

現
地
研
修
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

8／8 金

ご協力いただいた部員の皆さま。
青年部員の皆さまが丹精込めて育てた
玉ねぎは、大好評でした！

草間花園では、参加者全
員にガーベラのプレゼン
トもあり、皆さま大喜び。

『あぐり王国北海道NEXT』でもお馴染みのＨＢＣを見学。当日はグッチーさんも登場してくださり、皆さま大盛り上がりでした。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　

南
北
海
道
代
表
と
し
て
「
天
皇
賜
杯　

第
80
回
全
日

本
軟
式
野
球
大
会
E
N
E
O
S
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
に
出

場
す
る
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
野
球
部
で
は
、
札
幌
市
役
所
を

表
敬
訪
問
し
、
大
会
で
の
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

斉
藤
竜
太
監
督（
石
狩
花
畔
支
店
）は
「
今
年
は

“
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
旋
風
”
を

巻
き
起
こ
し
、
市
民
の
皆
さ

ま
・
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
良

い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
力
強
く
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
主

将
の
外
石
和
也
内
野
手（
厚

別
支
店
）は
「
応
援
し
て
く

だ
さ
る
皆
さ
ま
の
た
め
に

も
、
良
い
結
果
を
残
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、

池
田
祐
太
投
手（
厚
別
支
店
）

は
「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、

1
点
で
も
少
な
く
抑
え
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
Ｊ
Ａ

さ
っ
ぽ
ろ
野
球
部
に
と
っ
て

初
め
て
の
天
皇
賜
杯
全
国
大

会
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
野
球
部
は
、
9
月
3
日
～

4
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
63
回
全
道
Ｊ
Ａ
野

球
大
会
」
へ
石
狩
地
区
代
表
と
し
て
出
場
。

更
に
、
9
月
5
日
～
10
日
に
秋
田
県
で
開
催

さ
れ
た
「
天
皇
賜
杯 

第
80
回
全
日
本
軟
式

野
球
大
会
E
N
E
O
S
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
へ

南
北
海
道
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

全
道
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
で
は
、
準
々
決
勝
で

Ｊ
Ａ
中
標
津
に
勝
利
し
た
も
の
の
、
準
決
勝

で
Ｊ
Ａ
道
央
に
惜
敗
。

　

天
皇
賜
杯
で
は
、
1
回
戦
で
大
分
代
表
の

C
R
A
S
U
S 

C
H
E
M
I
C
A
L
と
対

戦
。
見
事
逆
転
勝
利
し
、
記
念
す
べ
き
全
国

大
会
1
勝
目
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

2
回
戦
目
は
、
京
都
代
表
の
S
E
C
カ
ー

ボ
ン
株
式
会
社
と
対
戦
。
土
砂
降
り
の
中
、

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
ら
し
く
「
打
た
れ
た
ら
打
ち

返
す
」
粘
り
強
さ
で
善
戦
し
た
も
の
の
、

9

−

10
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　

両
大
会
を
通
じ
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ご

声
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
一
層
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
声

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
野
球
部

全
国
大
会
へ
向
け
、

札
幌
市
役
所
へ
表
敬
訪
問

8／20 水

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
野
球
部

全
国
大
会
で
念
願
の
初
勝
利
！

9／3 水
〜10 水

第 63 回全道ＪＡ野球大会
準々決勝　�ＪＡ中標津（5-0）�

（延長 8回タイブレーク）
準 決 勝　ＪＡ道央（3-5）

天皇賜杯 第 80 回全日本軟式野球大会
ENEOSトーナメント
1 回戦�
CRASUS CHEMICAL（3-2）
2 回戦�
SECカーボン株式会社（9-10）

札幌市役所にて加藤副市長
（中央）と記念撮影。

天皇賜杯開会式の様子（秋田県横手市「グリーンスタジアムよこて」にて）。
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アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l

a carte＊

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
生
産
者
と
職
員
が
、
S
T
V
「
ど
さ
ん
こ

ワ
イ
ド
1
7
9
」
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
お
絵
か
き
で
す
よ
！
」

お
よ
び
「
30
秒
P
R
コ
ー
ナ
ー
」
に
出
演
し
、
Ｊ
Ａ
直
売
所
や

生
産
者
の
お
店
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
お
絵
か
き
で
す
よ
！
」
に
は
今
年
2
回
目
の
出
演
。
今
回

は
3
日
間
に
わ
た
り
、
各
直
売
所
で
旬
を
迎
え
た
農
産
物
や
お

す
す
め
商
品
を
楽
し
く
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
30
秒
P
R

コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
祭
り
や
収
穫
祭
の
見
ど
こ
ろ
を
元
気

い
っ
ぱ
い
に
P
R
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
札
幌
と
い
う
大
き
な
消
費
地
の
強
み
を
活
か
し
、
生

産
者
と
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て
、
安
全
・
安
心
で
美
味
し
い
農

産
物
や
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

S
T
V

「
ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
1
7
9
」
に
出
演
！

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
生
産
者
と
職
員
が

直
売
所
や
農
産
物
の
魅
力
を
P
R

田中果樹園さん　ぶどう狩りを PR
左から　神野職員　田中　和幸さん

とれたてっこ南　 
直売所や札幌伝統野菜パン販売を PR
左から　金職員　西嶋職員

永光農園さん　 
コッコテラスの新鮮卵・シフォンケーキなどを PR
左から　永光　洋明さん　進司君

しのろとれたてっこ　とうきび収穫祭を PR
左から　谷越職員　武田　慈喜さん 
　　　　丹羽　虎政さん

ＪＡさっぽろ ていね収穫祭を PR
左から　山田職員　山本職員
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JA info rmation 

対
策
の
実
施
状
況
等
に
関
す
る
実
態
把
握
」
に
つ
い

て
4
、Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び
Ｊ
Ａ
体
制
整
備
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

5
、令
和
6
年
産　
全
期
共
計
玉
ね
ぎ
最
終
精
算
に
つ
い
て

6
、農
作
物
作
況
報
告

7
、�7
月
末
財
務
状
況
報
告

8
、�7
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
報
告
お
よ
び
未
済

持
分
譲
渡
報
告

9
、�8
月
の
動
静
と
9
月
の
予
定
に
つ
い
て

（
閉
会
・
午
後
2
時
35
分
）

 ＪＡさっぽろDATA 令和7年8月末業務実績 令和7年7月末業務実績

組合員数
正組合員 3,725名 3,747名

准組合員 34,370名 34,359名

合　計 38,095名 38,106名

出資金残高 72億3千万円 72億1千2百万円

販売取扱高 13億4千7百万円 8億3百万円

購買供給高 14億2千1百万円 11億7千9百万円

貯金残高 3,679億6千3百万円 3,684億4千3百万円

融資残高 1,113億6百万円 1,108億3百万円

共済保有高 6,294億4千3百万円 6,298億3千3百万円

施設建設取扱高 0円 0円

管理受託戸数 4,787戸 4,787戸

理
事
会
だ
よ
り

第
5
回
定
例
理
事
会

　
令
和
7
年
8
月
29
日（
金
）午
後
1
時
00
分
よ
り
、
本

店
・
統
括
支
店
の
各
会
議
室
に
お
い
て
、
W
E
B
形
式
に

よ
る
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
協
議
事
項

1
、令
和
7
年　
総
代（
改
選
）選
挙
に
伴
う
諸
事
務
手
続

き
日
程（
案
）に
つ
い
て

現
総
代
の
任
期
満
了
が
令
和
7
年
11
月
18
日
で
あ
り
選

挙
日
を
令
和
7
年
11
月
7
日
に
予
定
し
て
い
る
こ
と
、
お

よ
び
新
総
代
就
任
ま
で
の
諸
事
務
手
続
き
の
日
程
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

2
、令
和
8
年　
役
員
改
選
に
伴
う
諸
事
務
手
続
き
日
程

に
つ
い
て

　

令
和
5
年
改
選
時
の
諸
手
続
き
に
則
っ
て
作
成
し
た
令

和
8
年
役
員
改
選
に
伴
う
諸
事
務
手
続
き
・
日
程
案
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

3
、『
育
児
お
よ
び
介
護
休
業
規
程
』の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
7
年
10
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
法
律
改
正
に
伴
い
事

業
主
が
求
め
ら
れ
て
い
る
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た

め
の
所
要
の
整
備
で
あ
る
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、地
区
別
懇
談
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

2
、再
発
防
止
策
の
取
組
状
況
報
告
に
つ
い
て

3
、「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与
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左
記
の
日
程
で
令
和
7
年
度
の
第
2
回
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
、
開
催
前
に
お
届
け
す
る
資
料
を
ご
持
参
の

上
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
詳
細
は
支
店
よ
り
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
7
年
度

第
2
回
地
区
別
懇
談
会
の
ご
案
内

開催日 地区名 開会時間 会　場

11 月 19 日
（水）

石狩八幡
 9：30～

石狩八幡支店会議室
石狩花畔 花畔中央会館
篠路

14：00～
篠路支店会議室

新琴似 新琴似支店会議室

11 月 20 日
（木）

南
 9：30～

南支店会議室
豊平 清田区民センター
平岸

14：00～
平岸支店会議室

白石 白石支店会議室

11 月 21 日
（金）

琴似
14：00～

琴似支店会議室
西町 西町支店会議室

11 月 25 日
（火）

中央
 9：30～

本店 3階大会議室
厚別 厚別支店会議室
手稲

14：00～
手稲支店会議室

北札幌 北札幌支店会議室

　

本
年
11
月
18
日
で
任
期
満
了
と
な
る
、

総
代
の
改
選
が
11
月
7
日（
金
）に
行
な
わ

れ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
総
代
選
挙
は
、
第
1
区
か
ら

第
13
区
ま
で
の
選
挙
区
が
設
け
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
ご
と
に
定
数（
左
表
）を

選
挙
し
ま
す
が
、
立
候
補
者
お
よ
び
被
推

薦
者
数
が
定
数
を
超
え
な
い
場
合
、
投
票

は
行
な
い
ま
せ
ん
。

　

立
候
補
す
る
者
、
ま
た
推
薦
さ
れ
る
者

は
い
ず
れ
も
正
組
合
員
の
資
格
を
有
す
る

者
で
、
各
投
票
所（
各
統
括
支
店
）に
備
え

付
け
ら
れ
て
い
る
届
け
出
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
当
Ｊ
Ａ
に
届
け
出
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
期
間
は
、
選
挙
掲
示
が
な
さ
れ

る
10
月
10
日（
金
）～
11
月
4
日（
火
）ま
で

で
す
。

　

な
お
、
全
選
挙
区
よ
り
選
挙
管
理
者
1

名
、
選
挙
立
会
人
3
名
と
各
選
挙
区
よ
り

投
票
管
理
者
・
開
票
管
理
者
各
1
名
、
投

票
立
会
人
・
開
票
立
会
人
各
3
名
を
9
月

開
催
の
定
例
理
事
会
で
選
任
い
た
し
ま
し

た
。

選挙区 投票所 総代定数

第 1選挙区（中央） 中央支店 9

第 2選挙区（新琴似） 新琴似支店 47

第 3 選挙区（琴似） 琴似支店 30

第 4 選挙区（篠路） 篠路支店 68

第 5 選挙区（北札幌） 北札幌支店 90

第 6 選挙区（白石） 白石支店 50

第 7 選挙区（厚別） 厚別支店 64

第 8 選挙区（平岸） 平岸支店 18

第 9 選挙区（豊平） 清田支店 45

第 10 選挙区（南） 南支店 49

第 11 選挙区（西町） 西町支店 27

第 12 選挙区（手稲） 手稲支店 28

第 13 選挙区（石狩） 石狩花畔支店 75

合　計 600

11
月
7
日（
金
）は
、
総
代
選
挙
で
す
！
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No.05

枝豆サッポロミドリの 
ミゼラブル

　自然な甘みが優しく、口当たりも良くてとても食べやすい
です。更に、柚子の風味が加わることで爽やかさがプラスさ
れ、後味までさっぱりと楽しめます。素材の良さがしっかり
と感じられる上に、JAさっぽろならではという特別感もあ
り、ここでしか出会えない贅沢な逸品。食べるたびに、サッ
ポロミドリの魅力を再発見できるスイーツです。

札幌の伝統野菜で魅せる

中央支店 左から 
松坂職員・盛職員・久末職員

　ＪＡさっぽろアグリアクション『地産知笑』コーナーでは、ＪＡさっぽろ産の旬の
食材と、その魅力を存分に活かしたお店や商品をご紹介します。地元が産んだ美
味しさを知って笑顔になる『地産知笑』の輪を、もっともっと広げていきましょう。

JA SAPPORO NIJI-NO TAIJYU  2025-1019



2025年10月号
No.323 虹の大樹 ●10月号  令和7年10月10日 ●October 2025　編集・発行／札幌市農業協同組合

〒060‒0010  札幌市中央区北10条西24丁目1番10号　TEL011‒621‒1311
ホームページ  https://www.ja-sapporo.or.jp/　Eメール  kouhou＠ja-sapporo.or.jp

日が沈む時間に、より一層黄金色に染まり、収穫までに
立派に実り頭を垂れた姿は、なにものにも代えがたい

「命」を感じました。育てることの偉大さを目の当たり
にしました。

Photo by  曽我 孝博

2020 年からフリーランスのフォトグラファー
として主に札幌市内で活動。2022 年から

「虹の大樹」表紙と巻頭写真の撮影を担当
しています。

My best shot




